地域神社の祭神と集落の結集についての試論 : 秋田県男鹿市渡部神社を事例として by 保坂 泰彦
はじめに
秋田県男鹿市に渡部村という集落がある。この村は渡部斧松が藩の許可を


















































































































































































































































































（９） http: //akita-jinjacho.sakura.ne.jp/tatsujin_etc/kennsaku/oga/39_watanabe.html 秋田県










2007 「渡部村（男鹿市拂戸）の開発と地名」『秋田地名研究年報』第 23号 pp.１-７。
（12） 川原 幸徳
1999 「秋田藩第一の開拓事業家、渡部斧松」『水土を拓いた人びと』p.55農文社。
（13） 斧松の叔父にあたる渡部惣治も村の建設には大きな役割を果たしたので、外神として祀ら
れている。
（14） 2016年の聞き取り調査のなかで村の人（惣治の子孫にあたるW氏および O氏、S氏）から
聞いた話。
（15） 祭礼の様子を聞き取りした予備調査段階での内容。2017 年に本調査の予定である。
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